
Title パン・アフリカニズム運動と第六回パン・アフリカ会議
Sub Title The Pan-African Movement and the Sixth Pan-African Congress
Author 小田, 英郎(Oda, Hideo)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1983

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.56, No.3 (1983. 3) ,p.437- 454 

JaLC DOI
Abstract
Notes 内山正熊教授退職記念論文集
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19830328-0437

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


ノ胃

ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と

第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議

小

田

英

郎

　
　
　
　
　
　
は
じ
め
に

　
　
　
　
｝
、
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ム
云
議
の
概
要

　
　
　
　
＝
、
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
の
系
譜
的
位
置
づ
け

　
　
　
　
三
、
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
と
合
衆
国
の
黒
入
運
動

　
　
　
　
四
、
結
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め
に

　
こ
の
小
論
は
、
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
の
概
要
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
史
に
お
け
る
同
会
議
の

意
義
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
は
、
一
九
七
四
年
六
月
十
九
日
か
ら
二
十
七
目
に
か
け
て
タ
ソ
ザ
ニ
ア
の
首
都
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
で
開
催
さ

　
　
　
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
七
　
　
（
六
八
五
）
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パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
八
　
　
（
六
八
六
）

れ
た
。
第
五
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
が
マ
ソ
チ
ェ
ス
タ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
）
で
開
催
さ
れ
た
の
が
一
九
四
五
年
十
月
で
あ
る
か
ら
、
第
六
回
パ
ン
．

ア
フ
リ
カ
会
議
の
開
催
ま
で
に
、
二
九
年
も
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
長
い
ブ
ラ
ン
ク
の
の
ち
に
、
し
か
も
い
さ
さ
か

唐
突
に
、
パ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
が
開
催
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
昧
で
ま
こ
と
に
興
味
ぶ
か
い
。

　
第
一
に
、
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
は
な
ぜ
二
九
年
も
た
つ
て
か
ら
復
活
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
タ
ソ
ザ
ニ

ア
の
ニ
エ
レ
レ
　
（
崔
募
寄
浮
壁
α
q
。
ζ
R
Φ
邑
大
統
領
が
な
ぜ
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
を
主
催
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
と
、
重
な
る

部
分
を
か
な
り
も
つ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
設
問
は
、
い
わ
ば
パ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ
ニ
ズ
ム
運
動
の
系
譜
の
な
か
で
、
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議

を
ど
う
位
置
づ
け
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
の
な
か
に
含
め
て
考
え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
こ
の
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
が
一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
の
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
で
ア
フ
リ
ヵ
系
人
（
黒
人
）
の
あ
い
だ
に
徐
々

に
復
活
し
て
い
つ
た
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
志
向
と
、
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
の
か
、
と
い
つ
た
問
題
が
あ
る
。
合
衆
国
で
は
、
　
一
九
三
〇
年
代

初
期
以
降
急
激
に
弱
ま
つ
た
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
志
向
が
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
の
高
揚
と
と
も
に
徐
々
に

復
活
し
は
じ
め
、
一
九
七
〇
年
九
月
三
～
七
日
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ソ
タ
で
、
第
一
回
現
代
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
（
冨
竃
＆
。
同
p
℃
鎚
・
、

》
ま
8
三
8
凝
誘
ω
）
と
も
別
称
さ
れ
る
ア
フ
リ
ヵ
系
人
民
会
議
（
0
8
㎎
霧
鉱
葭
誉
貰
評
ρ
℃
一
。
、
）
が
開
催
さ
れ
、
黒
人
の
解
放
と
ア
フ
リ
ヵ
の
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

放
と
を
同
次
元
的
に
考
え
る
べ
き
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
合
衆
国
に
再
生
し
た
こ
の
新
し
い
「
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム

的
」
運
動
と
、
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
と
が
関
係
を
も
つ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
推
測
し
う
る
が
、
そ
の
関
係
が
ど
の
程
度
の

も
の
か
は
、
事
実
関
係
に
照
し
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
第
三
に
、
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
が
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
の
新
段
階
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
間
題
が
あ

る
。
こ
の
問
題
は
、
過
度
に
ア
フ
リ
カ
化
さ
れ
て
し
ま
つ
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
を
是
正
あ
る
い
は
修
正
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

よ
う
な
役
割
を
、
こ
の
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
が
は
た
し
え
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
解
明
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
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本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
諸
問
題
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
、
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ

ズ
ム
運
動
史
に
お
け
る
同
会
議
の
意
義
を
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
（
1
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
ヨ
四
唐
ロ
》
8
マ
一
切
賃
四
犀
②
（
o
魯
名
詳
げ
ロ
昌
冒
＃
o
α
ロ
9
ご
昌
σ
『
）
℃
迅
誉
詩
“
醤
G
o
醤
偽
ミ
旨
％
迅
b
8
黛
ミ
§
ミ
憶
『
織
馬
鳶
笥
魯
累
ミ
o
皐

　
　
ミ
醤
、
黛
粛
』
、
註
ミ
醤
G
o
ミ
偽
奉
防
勲
2
①
奢
属
9
犀
”
≦
窪
置
琶
ζ
o
旨
o
讐
や
O
o
‘
ご
認
｝
唱
P
5
一
～
＜
憲
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
2
）
　
筆
者
は
か
つ
て
、
　
「
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
の
概
要
と
ニ
エ
レ
レ
大
統
領
の
開
会
演
説
」
　
（
『
法
学
研
究
』
四
八
巻
七
号
、
昭
和
五
〇
年
七
月
）
と
題
す
る
一
文
（
「
資

　
　
料
」
と
し
て
類
別
さ
れ
て
い
る
）
の
な
か
で
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。

一
、

第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
の
概
要

　
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
九
七
四
年
に
六
月
十
九
日
か
ら
二
十
七
日
に
か
け
て
、
タ
ソ
ザ
ニ
ア
の
首
都
ダ
ル
エ
ス

サ
ラ
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
が
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
大
学
の
ク
ワ
メ
・
エ
γ
ク
ル
マ
講
堂
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
こ
の
会
議
に
ま
こ
と
に
ふ
さ

わ
し
か
つ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ガ
ー
ナ
の
元
大
統
領
ク
ワ
メ
・
エ
ソ
ク
ル
マ
（
凶
壽
幕
Z
汀
§
聾
）
こ
そ
は
、
二
九
年
ま
え
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
第
五
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
の
書
記
と
し
て
同
会
議
を
事
実
上
指
導
し
、
そ
の
後
一
九
六
〇
年
代
初
期
に
い
た
る
ま
で
パ
ン
・
ア

フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
の
ト
ッ
プ
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
人
物
だ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
の
参
加
者
は
、
ア
フ
リ
ヵ
諸
国
、
カ
リ
ブ
海
諸
国
、
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
太
平
洋
諸
国
な
ど
二
九

力
国
の
代
表
お
よ
び
少
数
白
人
支
配
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
る
南
部
ア
フ
リ
ヵ
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
で
闘
つ
て
い
る
八
つ
の
解
放
組
織
の
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

表
、
さ
ら
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構
（
P
L
O
）
の
代
表
な
ど
、
総
計
約
五
〇
〇
名
を
数
え
た
。
会
議
は
主
催
者
で
あ
る
ニ
エ
レ
レ
大
統
領
を

会
長
に
、
同
じ
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
副
大
統
領
ジ
ュ
ン
ベ
（
》
9
＆
甘
暮
の
）
を
議
長
に
、
合
衆
国
の
代
表
コ
ッ
ク
ス
（
9
鼠
一
帥
民
o
寅
）
を
書
記
長
に

選
出
し
、
ニ
エ
レ
レ
大
統
領
の
開
会
演
説
を
も
つ
て
九
日
間
に
わ
た
る
討
議
の
幕
が
切
つ
て
落
さ
れ
た
。

　
ニ
エ
レ
レ
の
こ
の
開
会
演
説
は
、
ギ
ニ
ア
の
セ
ク
・
ト
ゥ
ー
レ
（
＞
渉
ヨ
巴
ω
雰
8
↓
霊
邑
大
統
領
か
ら
送
付
さ
れ
た
録
音
演
説
と
と
も
に
、

　
　
　
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
九
　
　
（
六
八
七
）
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バ
γ
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
〇
　
　
（
六
八
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

「
こ
の
会
議
の
活
動
な
ら
び
に
討
議
の
基
礎
を
な
す
も
の
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
（
『
プ
レ
ザ
ソ
ス
・
ア
フ
リ
ヶ
ー
ヌ
』
誌
）
と
い
う
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
い
わ
ば
「
基
調
演
説
」
と
し
て
の
役
割
を
担
つ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
両
演
説
を
比
較
す
れ
ば
、
会
議
の
会
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
ニ
ニ
レ

レ
の
演
説
の
方
が
当
然
な
が
ら
重
き
を
な
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
ア
フ
リ
カ
人
や
全
世
界
の
ア
フ
リ
カ
系
人
が
当
面
し
て
い

る
問
題
や
課
題
を
、
単
に
ア
フ
リ
カ
問
題
や
黒
人
問
題
と
し
て
限
定
的
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
し
て
、
入
間
一
般
の
問
題
と
し
て
こ
れ
を
把
握

し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
世
界
的
規
模
の
運
動
を
形
成
、
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
、
ニ
ニ
レ
レ
の
普
遍
主
義
志
向
が
か
な
り
顕
著
に
出
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
　
「
し
た
が
つ
て
わ
た
く
し
の
意
見
で
は
、
こ
の
会
議
の
目
的
は
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
人
種
主
義
、
植
民

地
主
義
、
抑
圧
、
搾
取
に
反
対
す
る
手
段
を
討
議
し
、
さ
ら
に
い
つ
そ
う
前
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
討
議
は
、
過
去
お
よ
び
現
在
に

お
け
る
わ
れ
わ
れ
自
身
の
経
験
に
、
特
別
の
注
意
を
は
ら
い
つ
つ
お
こ
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
同
時
に
わ
れ
わ
れ
の
討
議
は
、
人
間
の
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

等
と
民
族
自
決
を
目
指
す
世
界
的
規
模
の
運
動
の
文
脈
の
な
か
で
お
こ
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
、
ニ
エ
レ
レ
の
開
会
演
説
の
一
節
に
も
、

は
つ
き
り
と
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ニ
エ
レ
レ
は
、
演
説
の
前
半
部
分
で
過
去
の
パ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
が
果
し
た
役
割
に
つ
い
て
最
大
級

の
賛
辞
を
繰
り
返
し
、
ア
フ
リ
ヵ
人
、
ア
フ
リ
ヵ
系
人
の
解
放
に
対
す
る
そ
の
貢
献
を
称
揚
し
な
が
ら
も
、
こ
の
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議

が
も
は
や
ア
フ
リ
ヵ
人
、
ア
フ
リ
ヵ
系
人
だ
け
の
（
あ
る
い
は
黒
い
肌
を
し
た
人
び
と
だ
け
の
）
問
題
を
討
議
す
る
場
に
と
ど
ま
つ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
、
再
三
再
四
述
べ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
自
分
た
ち
を
、
人
類
の
残
余
の
人
た
ち
と
異
つ
た
存
在
と
み
な
す
こ
と

に
よ
つ
て
、
黒
人
と
し
て
の
自
己
の
立
場
を
引
ぎ
続
き
擁
護
す
べ
し
と
い
う
方
向
に
立
ち
も
ど
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
み
ず
か
ら
を
弱
体
化
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
…
…
。
人
間
の
平
等
を
目
指
す
闘
争
は
、
い
ま
や
世
界
的
規
模
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
抑
圧
は
か
な
ら
ず
し
も
皮
膚

の
色
に
基
く
も
の
で
は
な
い
。
…
…
自
分
た
ち
が
そ
れ
に
苦
し
ん
で
い
た
が
ゆ
え
に
抑
圧
に
反
対
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
わ
れ
わ
れ
は
、
み
ず
か
ら

の
権
利
の
た
め
に
一
致
団
結
し
て
闘
つ
て
い
る
他
の
人
び
と
に
対
し
て
、
至
面
的
支
持
を
あ
た
え
る
こ
と
を
期
待
1
ま
さ
し
く
期
待
ー
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
支
援
を
求
め
て
ぎ
た
。
わ
れ
わ
れ
な
支
援
を
あ
た
え
る
用
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
も
、
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そ
う
し
た
ニ
エ
レ
レ
の
姿
勢
を
物
語
つ
て
い
る
α

　
同
じ
基
調
演
説
で
は
あ
つ
て
も
、
ト
ゥ
ー
レ
の
そ
れ
は
、
ニ
エ
レ
レ
の
演
説
ほ
ど
普
遍
主
義
に
傾
斜
し
て
ば
い
な
か
つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
α

本
稿
執
筆
の
時
点
で
ト
ゥ
ー
レ
の
録
音
演
説
の
全
文
を
入
手
し
え
な
い
で
い
る
た
め
、
詳
細
は
分
ら
な
い
が
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
『
デ
イ
リ
ー
・
ニ

ュ
ー
ズ
』
紙
（
六
月
二
十
一
日
付
）
の
記
事
を
要
約
・
転
載
し
た
『
ア
フ
リ
ヵ
・
リ
サ
ー
チ
・
ブ
レ
テ
ィ
ソ
』
誌
（
一
九
七
四
年
七
月
＋
五
日
刊
）
の

記
事
か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
、
ト
ゥ
ー
レ
は
一
方
に
お
い
て
、
　
「
皮
膚
の
色
な
ど
と
い
う
静
的
な
要
素
は
、
人
間
の
行
動
や
能
力
と
は
無
縁
の
も

の
で
あ
る
。
人
間
は
、
よ
り
公
正
な
社
会
を
創
り
出
す
た
め
の
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
に
よ
つ
て
判
断
、
評
価
さ
れ
る
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
」
と
か
、
あ

る
い
は
「
フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
（
コ
量
9
跨
・
寄
N
）
や
サ
ル
パ
ド
ー
ル
・
ア
ジ
ェ
ン
デ
（
ω
葺
毘
負
≧
一
①
鼠
①
O
。
ω
ω
Φ
濡
）
は
、
大
衆
の
利
益
を

裏
切
つ
た
二
、
三
の
ア
フ
リ
カ
人
指
導
者
や
ア
メ
リ
ヵ
黒
人
よ
り
も
く
は
る
か
に
わ
れ
わ
れ
の
兄
弟
V
で
あ
る
」
と
い
つ
た
表
現
で
、
ア
フ
リ
カ

性
と
か
黒
人
性
を
超
越
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
う
か
が
わ
せ
な
が
ら
、
他
方
で
「
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
歴
史
の
主
体
た
ろ
う
と
す
る
ア
フ

リ
ヵ
人
の
決
意
を
具
体
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
か
、
　
「
わ
れ
わ
れ
の
文
化
革
命
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
を
再
度
ア
フ
リ
ヵ
化
し
、
再
人
間
化

し
よ
う
と
す
る
革
命
の
原
動
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
か
い
つ
た
言
葉
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
デ
フ
リ
ヵ
性
へ
の
傾
斜
を
か
な
り
み

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
微
妙
に
ト
！
ソ
の
違
う
こ
の
二
つ
の
演
説
を
、
参
加
し
た
代
表
た
ち
の
投
票
に
よ
つ
て
基
調
演
説
と
し
で
採
択
し
た
こ
と
は
、

第
六
回
バ
γ
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
が
そ
の
出
発
点
か
ら
あ
ま
り
厳
密
な
自
己
規
定
を
お
こ
な
う
こ
と
に
は
、
あ
え
て
こ
だ
わ
ら
な
か
つ
た
こ
と
を
物

語
つ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
ニ
エ
レ
レ
の
開
会
演
説
お
よ
び
ト
ゥ
ー
レ
の
録
音
演
説
と
い
う
二
つ
の
基
調
演
説
の
あ
と
を
受
け
て
、
あ
と
ど
の
よ
う
に
討
議
が

進
め
ら
れ
た
の
か
は
、
詳
細
に
は
分
ら
な
い
。
『
プ
レ
ザ
ン
ス
・
ア
フ
リ
ケ
ー
ヌ
』
誌
に
よ
れ
ば
、
討
議
の
主
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
㈲
植
民
地
主

義
、
と
く
に
南
ア
フ
リ
ヵ
、
ロ
ー
デ
シ
ア
、
お
よ
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
支
配
地
域
の
植
民
地
主
義
に
対
す
る
闘
争
、
㈲
ア
フ
リ
ヵ
大
陸
に
お
け
る
あ
ら

　
　
　
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
一
　
　
（
六
八
九
）
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パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
二
　
　
（
六
九
〇
）

ゆ
る
形
の
国
際
的
帝
国
主
義
（
新
植
民
地
主
義
、
人
種
主
義
、
外
国
の
軍
事
基
地
、
等
々
）
に
対
す
る
闘
争
、
⑥
合
衆
国
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
等
に
お
け
る
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

人
少
数
者
の
闘
争
に
対
し
て
の
積
極
的
支
援
、
の
三
点
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
誌
が
付
言
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

民
族
解
放
運
動
の
代
表
が
多
数
参
加
し
て
い
た
こ
と
も
あ
つ
て
、
㈲
の
論
点
は
い
つ
そ
う
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
ま
た
㈲
に
つ
い
て
同
誌

は
、
　
「
会
議
は
、
（
国
際
的
帝
国
主
義
に
対
す
る
）
こ
の
闘
争
が
階
級
的
基
礎
（
等
し
く
国
家
的
レ
ベ
ル
、
国
際
的
レ
ベ
ル
で
の
）
に
立
つ
て
お
こ
な
わ
れ

る
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。
…
…
こ
の
点
こ
そ
は
、
熱
の
こ
も
つ
た
討
議
、
論
争
を
ひ
き
起
こ
し
た
唯
一
の
論
点
で
あ

り
、
そ
れ
が
た
め
に
多
く
の
時
間
が
費
や
さ
れ
、
第
一
委
員
会
の
仕
事
を
遅
ら
せ
る
結
果
を
生
じ
た
。
あ
る
代
表
は
、
そ
れ
が
イ
デ
オ
・
ギ
ー
的

な
意
味
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
《
階
級
闘
争
V
の
概
念
に
留
保
を
つ
け
る
む
ね
表
明
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま

た
、
＠
の
点
に
つ
い
て
は
当
然
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
代
表
が
こ
れ
を
重
視
し
、
そ
の
面
で
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

る
む
ね
表
明
し
た
、
と
い
う
こ
と
も
同
誌
に
よ
つ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
に
述
べ
た
『
プ
レ
ザ
ソ
ス
・
ア
フ
リ
ヶ
ー
ヌ
』
誌
に
よ
る
、
討
議
の
論
点
の
紹
介
は
、
お
お
む
ね
正
確
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら

に
、
植
民
地
主
義
（
と
く
に
南
部
ア
フ
リ
カ
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
ア
フ
リ
カ
の
）
に
対
す
る
闘
争
は
、
民
族
解
放
運
動
の
代
表
た
ち
が
も
つ
と
も
強
調
し

た
問
題
点
で
あ
つ
た
と
い
う
指
摘
は
、
た
と
え
ば
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
解
放
戦
線
（
F
R
E
L
I
M
O
）
副
議
長
ド
ス
・
サ
ソ
ト
ス
（
ζ
◎
§
ま
。
3
ω
留

導
…
）
の
「
F
R
E
」
I
M
O
は
い
か
な
る
犠
牲
を
は
ら
つ
て
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
最
後
の
最
後
ま
で
闘
う
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
勝
利
は
ブ
ラ
ッ
ク
・

ア
フ
リ
カ
の
す
べ
て
の
人
び
と
の
勝
利
を
意
味
す
る
。
…
…
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
闘
い
は
、
搾
取
体
制
の
破
壊
と
、
平
等
に
基
く
新
秩
序
形
成
を
目

指
す
革
命
で
あ
る
」
と
い
う
演
説
や
、
ジ
ン
バ
ブ
ウ
ェ
・
ア
フ
リ
カ
民
族
同
盟
（
Z
A
N
U
）
議
長
チ
テ
ポ
（
浮
H
σ
畳
9
一
喜
。
）
の
「
帝
国
主
義

に
対
す
る
グ
・
ー
バ
ル
な
攻
撃
戦
略
は
ア
フ
リ
カ
の
民
族
解
放
運
動
に
対
す
る
物
質
的
援
助
の
供
与
を
含
む
は
ず
で
あ
る
」
と
い
う
演
説
の
一
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

に
よ
つ
て
、
間
接
的
に
裏
書
き
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
「
合
衆
国
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
等
に
お
け
る
黒
人
少
数
者
の
闘
争
に
対
し
て
の
積
極

的
支
援
」
と
い
う
問
題
に
関
し
て
ア
メ
リ
ヵ
黒
人
の
代
表
か
ら
き
わ
め
て
積
極
的
な
要
望
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば
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『
ア
フ
リ
カ
・
リ
サ
ー
チ
・
ブ
レ
テ
ィ
ン
』
誌
が
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
の
主
要
な
演
説
の
ひ
と
つ
に
あ
げ
て
い
る
ベ
ネ
ッ
ト
（
幕
3
鶉

評
目
8
の
そ
れ
を
見
れ
ば
納
得
が
い
く
。
合
衆
国
の
著
名
な
黒
人
誌
『
エ
ボ
ニ
イ
』
（
導
§
短
）
の
編
集
人
で
あ
り
、
キ
ン
グ
牧
師
（
ζ
貰
言

9
け
冒
さ
郵
宣
）
の
伝
記
の
著
者
で
も
あ
る
ベ
ネ
ッ
ト
は
、
　
「
全
世
界
の
黒
人
が
威
信
を
と
り
も
ど
す
た
め
に
は
、
ア
フ
リ
ヵ
の
全
面
解
放
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
被
圧
迫
民
族
の
闘
争
を
白
人
か
ら
の
圧
迫
に
対
す
る
合
衆
国
黒
人
の
闘
争
と
等
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ロ

し
た
う
え
で
、
「
ア
フ
リ
カ
を
搾
取
す
る
政
策
を
と
つ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
国
に
対
し
て
、
合
衆
国
の
黒
人
は
反
対
す
る
」
と
明
言
し
た
の
で
あ
つ
た
。

　
も
つ
と
も
、
合
衆
国
の
（
黒
人
）
代
表
の
立
場
が
す
べ
て
右
の
ベ
ネ
ッ
ト
の
演
説
に
集
約
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
同
じ
演

壇
に
立
つ
た
バ
ラ
カ
（
H
墓
馨
畳
蕊
評
醤
惹
本
名
レ
・
イ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
ー
い
第
o
こ
8
8
）
や
サ
ド
ウ
ヵ
イ
　
（
○
誰
警
oo
銭
ゆ
鼻
鉱
本
名
ハ
ワ
ー
ド
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ー0
）

フ
ラ
ー
旺
国
。
蓄
巳
寄
一
可
）
の
よ
う
に
、
社
会
主
義
革
命
の
枠
内
で
の
黒
人
の
解
放
を
強
調
す
る
人
び
と
も
、
合
衆
国
（
黒
人
）
代
表
の
な
か
に
含

ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
な
㈲
㈲
＠
の
諸
間
題
に
論
点
を
絞
り
な
が
ら
、
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
の
討
議
は
整
然
と
進
行
し
た
の
か
と

い
う
と
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
会
議
を
取
材
し
た
合
衆
国
の
黒
人
運
動
家
兼
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ア

ル
マ
・
ロ
ビ
ソ
ソ
ン
（
≧
馨
寄
σ
冨
9
）
に
よ
る
と
、
会
議
は
全
体
と
し
て
あ
ま
り
生
産
的
で
も
な
く
実
質
的
で
も
な
か
つ
た
と
い
う
印
象
で
あ

る
ら
し
い
。
彼
女
は
こ
う
言
つ
て
い
る
。

　
　
「
会
議
の
最
初
の
二
日
間
は
手
続
き
問
題
に
終
始
し
た
。
つ
ぎ
の
四
日
間
は
、
各
代
表
が
全
議
場
に
む
か
つ
て
演
説
を
す
る
機
会
を
え
た
。
そ
し
て
、
パ
ソ
・

　
　
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
英
雄
た
ち
を
ほ
め
た
た
え
、
南
部
ア
フ
リ
カ
の
解
放
運
動
を
鼓
舞
、
激
励
し
、
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
の
哲
学
を
称
揚
す
る
言
葉
が
、
さ
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
ら
小
さ
な
滝
の
よ
う
に
ほ
と
ぽ
し
り
、
会
議
が
当
面
し
て
い
る
実
質
的
な
諸
間
題
は
、
そ
の
激
流
の
な
か
で
溺
れ
て
し
ま
つ
た
」
。

　
ロ
ビ
ソ
ソ
ソ
自
身
、
合
衆
国
黒
人
運
動
家
の
視
点
か
ら
第
六
回
。
ハ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
を
取
材
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
右
の
論
評
は
か
な
ら
ず

し
も
客
観
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
筋
に
お
い
て
は
正
確
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
当
面
し
て
い
る
問
題
状
況
が
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
つ
て
い

　
　
　
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
三
　
　
（
六
九
｝
）
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パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
四
　
　
（
六
九
二
）

る
国
や
地
域
の
代
表
が
、
二
九
年
も
の
ブ
ラ
γ
ク
の
の
ち
に
突
然
パ
ソ
．
ア
フ
リ
ヵ
会
議
の
名
に
お
い
て
結
集
し
よ
う
と
し
て
も
、
具
体
的
な
問

題
に
つ
い
て
、
意
味
の
あ
る
合
意
を
生
み
だ
す
こ
と
な
ど
、
も
と
も
と
望
む
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。

　
結
局
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
は
、
　
「
一
般
宣
言
」
、
「
経
済
宣
言
」
、
「
文
化
宣
言
」
そ
の
他
多
数
の
決
議
を
採
択
し
て
、
六
月
二
十
七
日

に
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。
い
さ
さ
か
素
朴
に
す
ぎ
る
方
法
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
「
一
般
宣
言
」
を
素
材
と
し
て
、
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ

会
議
の
性
格
を
照
射
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
「
一
般
宣
言
」
は
前
文
と
そ
の
他
五
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
の
部
分
、
第

二
の
部
分
は
過
去
の
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
お
よ
び
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
の
回
顧
で
あ
り
、
第
三
の
部
分
は
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
ヵ

会
議
お
よ
び
現
代
の
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
の
位
置
づ
け
で
あ
り
、
第
四
お
よ
び
第
五
の
部
分
は
い
わ
ば
現
代
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

運
動
が
担
う
べ
き
課
題
や
よ
つ
て
立
つ
べ
き
原
理
の
列
挙
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
で
注
目
を
引
く
の
は
、
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
と
現
代
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
第
三
の
部
分

で
あ
つ
て
、
そ
こ
で
は
「
パ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ
運
動
は
基
本
的
に
植
民
地
人
民
の
解
放
お
よ
び
抑
圧
さ
れ
た
人
民
や
諸
階
級
の
解
放
の
た
め
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
解
放
は
必
然
的
に
搾
取
シ
ス
テ
ム
の
原
因
の
根
絶
と
、
搾
取
さ
れ
て
き
た
勤
労
大
衆
の
権
力
に
基
礎
を
置

い
た
社
会
の
建
設
を
意
味
す
る
」
と
い
う
運
動
の
本
質
規
定
に
つ
づ
い
て
、
　
「
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
開
催
の
歴
史
的
文
脈
は
、
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
会
議
が
開
か
れ
た
一
九
四
五
年
当
時
の
歴
史
的
文
脈
と
は
ま
さ
し
く
根
本
的
に
異
な
つ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
広
範
に
し
て

力
強
い
社
会
主
義
陣
営
が
世
界
に
登
場
し
、
帝
国
主
義
の
世
界
支
配
の
要
求
と
闘
う
強
い
力
と
な
つ
て
い
る
。
…
…
一
口
で
言
え
ば
、
わ
が
会
議

は
地
域
レ
ベ
ル
、
国
際
レ
ベ
ル
で
民
族
解
放
運
動
お
よ
び
階
級
闘
争
が
高
揚
し
て
い
る
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
で
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

六
回
会
議
の
意
義
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
運
動
の
性
格
規
定
、
会
議
の
意
義
づ
け
か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
、
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
戦
闘
性
、
急
進
性
が
前
面
に
押
し
出

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
受
け
取
れ
る
し
、
事
実
こ
れ
を
受
け
て
「
一
般
宣
言
」
の
後
半
に
は
「
革
命
的
パ
ソ
・
ア
フ
リ
ヵ
ニ
ズ
ム
」
（
襯
ぎ
一
鼠
8
。。
曙
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評
亭
＞
窟
8
鉱
馨
）
と
い
う
用
語
が
頻
繁
に
登
場
す
る
。
い
わ
く
、

　
　
「
革
命
的
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
階
級
闘
争
の
文
脈
の
な
か
で
み
ず
か
ら
を
し
る
す
も
の
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
「
革
命
的
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
い
ま
や
世
界
革
命
お
よ
び
普
遍
的
進
歩
に
対
し
て
、
そ
の
独
自
の
豊
か
な
貢
献
を
は
た
す
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
な
ど
。

　
こ
の
あ
と
、
　
「
一
般
宣
言
」
は
そ
の
末
尾
で
「
緊
急
に
達
成
」
必
要
な
「
九
目
標
概
要
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
活
動
目
標
を
明
示
す

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
要
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

＠
　
最
後
の
植
民
地
体
制
、
人
種
主
義
体
制
の
基
地
を
破
壊
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
外
国
支
配
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
。

⑥
　
い
ま
な
お
植
民
地
主
義
を
は
び
こ
ら
せ
て
い
る
よ
う
な
体
制
を
脱
却
す
る
こ
と
。

◎
　
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
あ
る
外
国
の
軍
事
基
地
を
撤
去
す
る
こ
と
。

④
　
ア
フ
リ
カ
の
諸
人
民
、
ア
フ
リ
カ
人
の
子
孫
で
あ
る
諸
人
民
、
お
よ
び
す
べ
て
の
人
民
の
統
一
を
強
化
す
る
こ
と
。

＠
　
ア
フ
リ
カ
お
よ
び
世
界
の
す
べ
て
の
進
歩
的
勢
力
に
対
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
内
外
の
解
放
運
動
に
政
治
的
、
物
質
的
援
助
を
あ
た
え
る
よ
う
訴
え
る
こ

　
　
と
o

ω
　
革
命
的
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
戦
略
は
、
基
本
的
に
は
反
帝
国
主
義
的
、
反
植
民
地
主
義
的
、
反
新
植
民
地
主
義
的
、
反
資
本
主
義
的
な
闘
争
の
枠

　
組
に
お
い
て
、
平
等
と
民
主
主
義
を
推
進
し
、
新
ら
し
い
社
会
を
発
展
さ
せ
る
手
段
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
か
た
ち
で
、
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

⑧
　
反
帝
国
主
義
闘
争
と
い
う
共
通
の
目
標
に
基
礎
を
置
い
て
、
革
命
的
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
世
界
中
の
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
構
成
勢
力
が
も
つ
、
組
織

　
上
、
戦
術
上
の
特
殊
性
を
考
慮
に
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。

⑪
　
一
九
七
四
年
と
い
う
こ
の
年
、
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
諸
人
民
に
よ
る
み
ず
か
ら
の
尊
厳
と
責
任
の
完
全
な
回
復
、
全
社
会
お
よ
び
全
人
類
の
根
本

　
的
改
造
、
人
問
の
完
全
な
発
展
な
ら
び
に
社
会
主
義
社
会
の
建
設
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

ω
　
そ
れ
ゆ
え
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
す
べ
て
の
人
種
的
、
部
族
的
、
種
族
的
、
宗
教
的
、
民
族
的
考
慮
を
排
除
す
る
。
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
界
の
す
べ
て
の
被
抑
圧
人
民
の
運
動
を
受
け
い
れ
、
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
反
動
勢
力
に
反
対
す
る
。

こ
の
「
九
目
標
概
要
」
も
ま
た
、
戦
闘
的
、
革
命
的
用
語
に
満
ち
満
ち
て
い
る
点
で
は
、
　
「
一
般
宣
言
」
の
他
の
部
分
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
が
い
ち
じ
る
し
く
急
進
的
、
革
命
的
ム
ー
ド
に
支
配
さ
れ
て
い
た
よ

　
　
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
五
　
　
（
六
九
三
）
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パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
六
　
　
（
六
九
四
）

う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
た
し
て
そ
う
で
あ
つ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
会
議
に
関
す
る
い
く
種
類
か
の
報
道
を

検
討
し
て
み
る
と
、
一
口
に
参
加
者
と
い
つ
て
も
、
政
府
代
表
阻
と
民
間
代
表
団
と
の
あ
い
だ
に
は
、
そ
の
姿
勢
の
点
で
少
な
か
ら
ざ
る
違
い
、

な
い
し
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
つ
た
よ
う
に
受
け
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
般
的
に
言
え
ば
、
タ
γ
ザ
ニ
ァ
、
ギ
ニ
ァ
な
ど
若
干
の
例
外
を
除
け
ば
、

政
府
代
表
団
が
よ
り
穏
健
か
つ
現
実
主
義
的
で
あ
つ
た
の
に
対
し
て
、
民
間
代
表
団
は
よ
り
急
進
的
、
革
命
的
、
イ
デ
オ
β
ギ
ー
的
で
あ
つ
た
。

　
し
か
も
代
表
団
総
数
に
占
め
る
比
率
か
ら
言
え
ば
政
府
代
表
団
（
主
と
し
て
ア
フ
リ
カ
、
カ
リ
ブ
海
諸
国
の
代
表
団
）
の
方
が
多
か
つ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
会
議
の
ム
ー
ド
は
、
む
し
ろ
保
守
的
に
な
り
が
ち
な
こ
れ
ら
政
府
代
表
団
の
態
度
を
反
映
し
が
ち
だ
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

事
実
ロ
ビ
ン
ソ
ソ
の
報
道
に
よ
る
と
、
会
議
の
主
宰
者
で
あ
る
ニ
エ
レ
レ
は
記
者
会
見
で
不
満
の
色
を
か
く
さ
な
い
ア
メ
リ
カ
（
黒
）
人
を
ま
え

に
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
釈
明
し
た
。

　
　
「
ア
フ
リ
カ
人
は
そ
れ
ぞ
れ
政
府
を
代
表
し
て
い
る
た
め
に
、
決
定
を
す
る
こ
と
に
非
常
に
臆
病
に
な
つ
て
い
る
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
が
会
議
を
開
い
た
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
は
、
わ
れ
わ
れ
は
最
小
限
の
合
意
を
す
る
だ
け
で
す
。
わ
れ
わ
れ
が
最
大
限
の
合
意
を
し
た
こ
と
は
い
ま
だ
か
っ
て
あ
り
ま
せ
ん
」

　
さ
ら
に
「
わ
れ
わ
れ
の
会
議
」
な
る
も
の
の
具
体
例
と
し
て
、
　
ニ
エ
レ
レ
は
O
A
U
（
ア
フ
リ
ヵ
統
一
機
構
）
を
挙
げ
、
　
「
O
A
U
は
こ
れ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

抜
本
的
な
変
革
へ
の
期
待
に
ほ
と
ん
ど
応
え
た
こ
と
が
な
い
む
ね
説
明
し
た
」
　
（
・
ビ
ソ
ソ
ン
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
ニ
エ
レ
レ
の
談
話
は
、
会
議
の
ム
ー
ド
に
つ
い
て
の
前
述
の
推
測
に
ひ
と
つ
の
根
拠
を
あ
た
え
る
と
同
時
に
、
ニ
エ
レ
レ
自
身
の
O
A
U

に
対
す
る
不
満
を
お
し
は
か
る
材
料
に
も
な
る
。
そ
し
て
、
次
章
で
も
触
れ
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
O
A
U
に
対
す
る
不
満
こ
そ
が
、
ニ
エ
レ
レ

を
し
て
二
九
年
ぶ
り
の
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
を
開
催
せ
し
め
る
に
い
た
つ
た
主
要
な
動
機
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
に
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
で
は
保
守
的
な
傾
向
の
強
い
政
府
代
表
団
が
数
の
う
え
で
多
か
つ
た
た
め
に
、

宣
言
や
決
議
の
よ
う
な
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
で
は
急
進
的
、
戦
闘
的
、
革
命
的
な
主
張
の
大
部
分
が
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
具
体
化
す

る
問
題
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
見
る
べ
き
成
果
を
挙
げ
え
な
か
つ
た
。
た
と
え
ば
、
第
七
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
の
日
程
や
開
催
地
を
決
め
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る
問
題
、
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
の
常
設
機
関
を
設
立
す
る
問
題
な
ど
は
、
提
起
さ
れ
は
し
た
が
可
決
さ
れ
な
か
つ
た
。
と
く
に
後
者
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
代
表
団
が
消
極
的
な
態
度
を
示
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
ア
サ
ソ
テ
（
ψ
唇
即
蓄
累
Φ
）
の
「
ダ
ル
（
エ
ス
サ
ラ

r
ム
）
会
議
に
対
し
て
向
け
ら
れ
う
る
も
つ
と
も
重
大
な
批
判
は
、
そ
れ
が
法
動
の
も
と
に
な
る
機
構
的
枠
組
を
作
ら
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
で

（
1
8
）

あ
る
」
と
い
う
論
評
は
、
ま
さ
に
正
鵠
を
え
て
い
た
の
で
あ
つ
た
。

　
し
か
し
、
右
の
よ
う
な
不
満
を
残
し
た
と
は
い
え
、
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
は
。
ハ
ソ
・
ア
フ
リ
ヵ
ニ
ズ
ム
運
動
の
現
代
的
再
確
認
を
目

指
し
た
画
期
的
な
会
議
で
あ
り
、
一
九
六
三
年
五
月
の
O
A
U
成
立
以
来
も
つ
ぱ
ら
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
問
題
だ
け
に
か
か
わ
つ
て
き
た
パ
ソ
．
ア

フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
よ
り
広
い
第
三
世
界
的
な
視
野
に
立
つ
た
運
動
へ
と
発
展
さ
せ
る
き
つ
か
け
を
生
み
だ
そ
う
と
し
た
会
議
と
し
て
、
注
目
さ

れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
。

（
1
）
　
』
、
ミ
ミ
淘
霧
鳴
ミ
§
切
ミ
融
欺
§
、
ミ
識
魯
ミ
リ
恥
o
亀
ミ
“
ミ
織
G
黛
、
ミ
唖
ミ
砺
ミ
・
㍉
翁
（
以
下
迅
肉
切
y
＜
9
。
に
2
P
①
（
冒
ξ
一
9
お
母
y
P
鴇
曾
’

（
2
）
ω
o
g
。
な
。
協
ヒ
ニ
8
p
2
一
9
憎
ρ
．
、
↓
ぎ
ω
一
図
魯
田
マ
ヒ
ユ
8
ロ
o
o
薦
お
ω
ω
㌦
、
㌔
嵐
切
§
9
本
、
篭
養
§
魯
Z
o
．
o
一
（
冒
ぎ
①
ω
段
。
一
零
癖
）
㌧
℃
レ
p

（
3
）
　
「
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
に
お
け
る
ニ
エ
レ
レ
大
統
領
の
開
会
演
説
」
、
小
田
、
前
掲
資
料
、
一
〇
九
ぺ
ー
ジ
、
上
段
。

（
4
）
　
同
資
料
、
一
〇
八
ぺ
ー
ジ
、
上
～
下
段
。

（
5
）
込
肉
鈎
＜
o
一
●
一
一
2
9
ρ
P
ω
8
一
・

（
6
）
　
の
0
9
0
け
嘱
o
幡
匪
h
ユ
o
”
口
〇
三
け
ρ
3
℃
o
サ
9
鮎
‘
O
。
嵩
oo
．

（
7
〉
奪
ミ
．

（
8
）
込
肉
釦
＜
o
二
一
2
9
ρ
箸
・
認
①
一
～
b
o
、

（
9
）
㌧
ミ
亀
こ
P
鴇
①
ト

（
10
）
　
N
ミ
織
こ
P
ω
N
①
N
．

（
1
1
）
　
＞
。
閃
o
げ
ぎ
ω
o
P
．
．
ω
一
答
げ
℃
帥
p
ー
》
ぼ
一
8
昌
、
O
o
昌
四
Φ
器
”
》
ぼ
一
8
帥
b
α
餌
守
？
餌
B
o
q
一
8
一
．
．
迅
、
こ
ミ
沁
愚
ミ
き
く
o
一
・
8
　
　
乞
o
・
0
　
（
ω
o
冥
o
ヨ
冨
7
0
9
0
び
輿

　一〇

『
“
）
u
℃
。
一
ρ

（
1
2
）
　
｝
般
宜
言
（
O
讐
角
巴
∪
9
『
冨
菖
8
）
の
全
文
は
前
掲
の
、
憲
亀
ミ
恥
』
、
嚇
、
馬
ミ
欝
魯
2
0
る
ポ
署
・
8
“
～
一
一
（
仏
文
）
、
箸
』
憲
～
O
（
英
文
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
七
　
　
（
六
九
五
）
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（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
17
）

（
1
8
）

　
前
章
で
概
述
し
た
よ
う
な
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
た
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
は
、

つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
二
三
年

た
デ
ュ
ボ
イ
（
≦
員
φ
U
＆
・
芭
流
の
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
運
動
を
引
き
継
ぐ
か
た
ち
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、

会
議
」
と
い
う
名
称
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、

フ
リ
カ
化
さ
れ
た
」
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
の
発
展
を
、

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

が
、
独
立
ア
フ
リ
ヵ
諸
国
会
議
や
全
ア
フ
リ
ヵ
人
民
会
議
さ
ら
に
は
O
A
U
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
が
問
題
で
あ
る
。

し
た
ば
か
り
の
ガ
ー
ナ
の
首
相
（
の
ち
大
統
領
）

会
議
（
一
九
六
〇
年
六
月
に
は
ア
ジ
ス
・
ア
ベ
バ
で
も
開
か
れ
た
）
は
「
事
実
上
の
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
」
と
さ
え
評
さ
れ
た
注
目
す
べ
き
エ
ベ

　
　
　
　
　
（
2
）

ソ
ト
で
あ
つ
た
し
、
同
年
十
二
月
に
こ
れ
ま
た
エ
ン
ク
ル
マ
の
招
請
に
よ
つ
て
所
も
同
じ
ア
ク
ラ
で
開
か
れ
た
全
ア
フ
リ
ヵ
人
民
会
議
（
そ
の
後

パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
八
　
　
（
六
九
六
）

国
ミ
織
‘
P
b
o
H
9

㌧
ミ
織
こ
O
P
趙
c
Q
～
錠
㊤
、

国
o
σ
言
ω
O
P
o
》
偽
鳶
こ
マ
oo
り

国
ミ
ド

ω
●
国
●
切
●
窃
き
8
｝
．
．
ω
同
図
芸
雷
㌣
a
二
8
昌
o
o
凝
8
器
”
寄
由
馨
び
o
楠
勺
帥
〒
》
裟
8
巳
弩
、
、
鳶
こ
ミ
一
2
。
●
鴇
（
ω
Φ
筥
Φ
目
げ
g
一
。
設
）
｝
p
ω
o
．

　
　
　
　
　
二
、
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
の
系
譜
的
位
置
づ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
過
去
の
パ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ
ニ
ズ
ム
運
動
の
ど
の
部
分
に

　
　
　
　
　
　
　
　
む
ろ
ん
こ
の
会
議
が
、
　
一
九
一
九
年
（
パ
リ
、
第
一
回
）
、
一
九
二
一
年
（
・
ン
ド
ン
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
パ
リ
、
第
二
回
）
、

　
　
（
β
ン
ド
ソ
、
リ
ス
ボ
ソ
、
第
三
回
）
、
一
九
二
七
年
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
第
四
回
）
、
　
一
九
四
五
年
（
マ
ソ
チ
ェ
ス
タ
ー
、
第
五
回
）
と
続
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
で
は
一
九
四
五
年
の
第
五
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
以
後
の
「
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
第
六
回
会
議
は
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ニ
エ
レ
レ
の
開
会
演
説
が
判
断
の
材
料
と
し
て
か
な
り
の
意
味
を
も
つ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
開
会
演
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぜ
な
ら
、
当
時
独
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ソ
ク
ル
マ
の
招
請
に
よ
つ
て
一
九
五
八
年
四
月
に
ア
ク
ラ
で
開
催
さ
れ
た
独
立
ア
フ
リ
ヵ
諸
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
ミ
亀
。
も
p
鐙
。
～
曽
N
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

一
九
六
〇
年
一
月
に
チ
ュ
ニ
ス
、
一
九
六
一
年
三
月
に
カ
イ
・
で
も
開
か
れ
た
）
は
「
パ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ
諸
会
議
の
真
の
後
継
的
会
議
」
（
1
・
ウ
ォ
ラ
ー
ス

タ
イ
ン
）
と
評
価
さ
れ
た
ほ
ど
の
重
要
な
会
議
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
　
一
般
に
O
A
U
が
全
ア
フ
リ
ヵ
的
な
規
模
を
も
つ
た
パ
γ
・
ア

フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
嫡
出
子
的
組
織
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
ニ
エ
レ
レ
は
開
会
演
説
の
前
半
の
か
な
り
の
部
分
を
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
史
の
回
顧
に
あ
て
な
が
ら
、
独
立
ア
フ
リ
ヵ

諸
国
会
議
に
は
一
言
も
ふ
れ
て
い
な
い
。
全
ア
フ
リ
カ
人
民
会
議
に
つ
い
て
は
、
　
「
完
全
な
参
加
は
ア
フ
リ
カ
の
住
民
だ
け
に
限
ら
れ
は
し
た
も

の
の
、
そ
れ
が
ヨ
ー
・
ッ
パ
系
や
イ
ン
ド
系
の
ア
フ
リ
カ
人
は
も
ち
ろ
ん
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
代
表
も
含
ん
で
い
た
と
い
う
点
で
、
重
要
な
会

　
　
　
　
（
4
）

議
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
全
ア
フ
リ
カ
人
民
会
議
の
意
義
は
、
正
式
代
表
を
ブ
ラ
ッ
ク
・
ア
フ
リ
カ
だ
け
に
限
定
せ

ず
、
全
ア
フ
リ
カ
に
拡
大
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
と
い
わ
ん
ば
か
り
で
あ
つ
て
、
会
議
の
本
質
的
な
部
分
の
評
価
は
避
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
o　

ま
た
O
A
U
に
つ
い
て
は
、
開
会
演
説
は
、
そ
れ
が
過
去
の
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
に
よ
つ
て
基
礎
を
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
う
え
で
、
　
「
統
一
の
教
訓
を
最
初
に
学
び
、
実
践
し
、
そ
し
て
教
え
た
の
は
、
実
に
こ
れ
ら
の
人
び
と
（
過
去
の
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
に
集
ま
つ

た
黒
人
男
女
ー
小
田
註
）
で
あ
つ
た
。
ア
フ
リ
ヵ
の
人
民
は
そ
の
教
訓
を
吸
収
し
た
。
O
A
U
は
そ
の
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
O
A
U
は
黒
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
機
構
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
皮
膚
の
色
を
し
た
人
び
と
を
包
摂
す
る
機
構
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
演
説
が
強

調
し
て
い
る
の
は
、
O
A
U
が
皮
膚
の
色
を
超
え
た
、
あ
る
い
は
、
非
黒
人
を
含
め
た
大
陸
的
統
一
機
構
だ
と
い
う
点
な
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
点

こ
そ
が
評
価
の
対
象
と
さ
れ
る
べ
ぎ
部
分
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
が
パ
ソ
・
ネ
グ
ロ
イ
ズ
ム
や
ブ
ラ
ッ
ク
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
つ
た
人
種
的

枠
組
を
超
え
た
、
よ
り
広
範
な
被
抑
圧
民
族
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
運
動
へ
と
発
展
し
て
い
く
過
程
を
想
定
し
、
ぞ
の
一
里
塚
と
し
て
の
O
A
U
を
評

価
す
る
と
い
う
立
場
を
、
ニ
エ
レ
レ
の
演
説
は
と
つ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
レ
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
九
　
　
（
六
九
七
）
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バ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
〇
　
　
（
六
九
八
）

　
こ
の
よ
う
に
ニ
ェ
レ
レ
は
一
応
は
O
A
U
を
評
価
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
プ
ラ
ス
の
評
価
で
は
あ
つ
て
も
、
あ
ま
り
積
極
的
な
評
価
と
は
言

え
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
O
A
U
に
対
し
て
ニ
エ
レ
レ
は
、
そ
れ
が
ア
フ
リ
ヵ
諸
国
の
政
府
代
表
か
ら
な
る
保
守
的
な
性
格
の
地
域
機
構

で
あ
り
て
、
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
唯
一
・
正
統
的
な
組
織
と
い
う
の
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
と
い
う
厳
し
い
見
方
を
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
う
し
た
一
一
エ
レ
レ
の
姿
勢
は
、
前
章
で
引
用
、
紹
介
し
た
、
記
者
会
見
で
の
ニ
ニ
レ
レ
の
言
葉
に
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
実

際
、
第
五
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
（
一
九
四
五
年
、
マ
ソ
チ
ェ
ス
タ
ー
）
が
設
定
し
九
戦
闘
的
、
革
命
的
路
線
を
放
棄
し
、
エ
ン
ク
ル
マ
等
が
目

指
し
た
「
ア
フ
リ
ヵ
の
政
治
統
合
」
を
事
実
上
完
全
に
棚
上
げ
し
た
か
た
ち
で
O
A
U
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
の
姿
を
維
持
し
て
き
た
こ
と
に

っ
い
て
、
ニ
ェ
レ
レ
は
む
し
ろ
批
判
的
に
な
つ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ニ
エ
レ
レ
は
一
九
五
〇
年
代
末
期
以

降
の
、
そ
し
て
と
く
に
O
A
U
創
設
（
一
九
六
三
年
五
月
）
以
降
の
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
展
開
そ
の
も
の
を
あ
ま
り
評

価
し
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
時
期
の
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
は
、
独
立
期
ア
フ
リ
カ
の
統
一
的
イ
デ
オ
・
ギ

ー
運
動
と
し
て
過
度
に
ア
フ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
、
欧
米
世
界
、
カ
リ
ブ
海
地
域
な
ど
非
ア
フ
リ
ヵ
世
界
の
ア
フ
リ
ヵ
系
人
を
切
り
離
し
た
か
た
ち

で
発
展
し
、
ア
フ
リ
ヵ
的
パ
・
キ
ア
リ
ズ
ム
と
も
い
う
べ
き
偏
り
を
も
ち
す
ぎ
て
し
ま
つ
た
、
と
も
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
も
一
九
五
〇
年
代
末
期
か
ら
六
〇
年
代
初
期
の
「
ア
フ
リ
ヵ
の
独
立
の
時
代
」
が
す
ぎ
去
る
と
、
そ
れ
は
第
五
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議

当
時
の
革
命
的
性
格
を
喪
失
し
、
O
A
U
と
い
う
名
の
、
独
立
ア
フ
リ
ヵ
諸
国
政
府
の
代
表
を
も
つ
て
構
成
さ
れ
る
、
そ
の
意
味
で
は
多
く
の
制

約
を
背
負
つ
た
凝
集
性
の
弱
い
地
域
機
構
を
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
場
と
し
て
展
開
さ
れ
る
か
た
ち
に
固
定
化
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。

　
ニ
エ
レ
レ
自
身
こ
う
し
た
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
現
状
を
批
判
的
に
見
て
、
ふ
た
た
び
原
点
と
も
い
う
べ
ぎ
一
九
四
五
年
の
第
五
回
パ

ン
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
か
ら
出
発
し
、
合
衆
国
や
カ
リ
ブ
海
諸
国
を
中
心
と
す
る
非
ア
フ
リ
ヵ
世
界
の
ア
フ
リ
ヵ
系
人
の
運
動
を
ふ
た
た
び
戦
線
の

な
か
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
に
非
ア
フ
リ
カ
大
陸
的
側
面
を
回
復
し
、
こ
れ
を
イ
ン
タ
ー
．
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
な
ア
フ
リ
ヵ
人
・
ア
フ
リ
ヵ
系
人
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
運
動
と
し
て
再
編
成
し
よ
う
と
狙
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
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ば
第
六
回
。
ハ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
は
、
二
九
年
の
年
月
を
一
挙
に
逆
の
ぽ
つ
て
一
九
四
五
年
の
第
五
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
に
直
結
す
る
も
の

と
し
て
計
画
さ
れ
、
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
昧
で
、
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
に
新
段
階
を
画
す
る
会
議
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
も
な
る
。

　
た
だ
、
こ
う
し
た
ニ
エ
レ
レ
の
姿
勢
が
他
の
多
く
の
ア
フ
リ
ヵ
諸
国
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
た
か
、
共
感
を
も
つ
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
か
ど

う
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
に
出
席
し
た
独
立
ア
フ

リ
ヵ
諸
国
の
元
首
は
一
人
も
い
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
で
は
じ
め
て
開
催
さ
れ
た
正
式
の
パ
ン
・
ア
フ
リ
ヵ
会
議
に
、
ア
フ
リ
ヵ
の

国
家
元
首
が
ニ
エ
レ
レ
以
外
に
一
人
も
姿
を
見
せ
な
か
つ
た
と
い
う
事
実
は
、
ま
こ
と
に
皮
肉
な
現
象
で
あ
る
と
同
時
に
、
。
ハ
ソ
・
ア
フ
リ
ヵ
ニ

ズ
ム
の
将
来
が
か
な
ら
ず
し
も
楽
観
を
許
さ
れ
な
い
と
い
う
感
じ
を
、
わ
れ
わ
れ
に
い
だ
か
せ
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
第
一
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
（
一
九
一
九
年
）
か
ら
第
五
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
（
一
九
四
五
年
）
に
い
た
る
デ
ュ
ボ
イ
流
の
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
運
動
に
つ
い
て

　
　
は
、
小
田
英
郎
『
増
補
　
現
代
ア
フ
リ
カ
の
政
治
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
、
慶
鷹
通
信
、
一
九
七
五
年
、
第
三
章
、
第
五
章
、
第
六
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
2
）
　
こ
の
独
立
ア
フ
リ
カ
諸
国
会
議
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
小
田
、
前
掲
書
、
二
〇
〇
～
二
〇
ニ
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
3
）
　
一
・
巧
毘
一
忠
曾
9
P
込
、
篭
ミ
％
↓
ミ
、
o
ミ
嵩
霧
o
、
q
ミ
こ
・
2
0
類
磯
o
詩
帥
閑
き
3
呂
＝
o
参
P
ぢ
O
ざ
マ
o
。
魎
　
な
お
、
全
ア
フ
リ
カ
入
民
会
議
の
意
義
に
つ
い
て

　
　
は
、
小
田
、
前
掲
書
、
二
〇
二
～
二
〇
四
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
4
）
　
小
田
、
前
掲
資
料
、
一
〇
三
ぺ
ー
ジ
、
下
段
。

　
（
5
）
　
前
掲
資
料
、
一
〇
四
ぺ
ー
ジ
、
上
段
。

三
、
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
と
合
衆
国
の
黒
人
運
動

　
こ
の
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
に
関
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
注
目
す
べ
き
事
実
は
、
合
衆
国
か
ら
約
二
〇
〇
人
も
の
大
規
模
な
代
表
団
が

会
議
に
参
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
デ
ュ
ボ
イ
が
指
導
し
た
時
代
の
パ
γ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
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合
衆
国
で
は
一
九
三
〇
年
代
に
は
い
る
こ
ろ
か
ら
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ

　
　
バ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議

ニ
ズ
ム
志
向
は
下
降
し
は
じ
め
る
が
、
　
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
い
わ
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
一
　
　
（
六
九
九
）



　
　
　
バ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
二
　
　
（
七
〇
〇
）

ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
の
高
ま
り
以
後
、
黒
人
の
あ
い
だ
に
心
理
的
、
文
化
的
な
面
で
ア
フ
リ
カ
ヘ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
強
め
て
い
く
傾
向

が
顕
著
に
見
ら
れ
は
じ
め
た
。
ま
た
そ
れ
と
並
行
し
て
、
合
衆
国
や
カ
リ
ブ
海
諸
国
の
黒
人
が
、
自
分
た
ち
は
ア
フ
リ
ヵ
の
脱
植
民
地
化
に
ど
う

い
う
役
割
を
は
た
す
べ
き
か
、
自
分
た
ち
は
ア
フ
リ
ヵ
の
解
放
闘
争
を
ど
う
支
援
す
べ
き
か
、
ま
た
独
立
ア
フ
リ
ヵ
諸
国
は
合
衆
国
の
黒
人
の
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

争
に
ど
う
い
う
役
割
を
は
た
す
べ
き
か
、
と
い
つ
た
問
題
を
鋭
く
意
識
し
は
じ
め
た
と
い
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
一
九
七
〇
年
九
月
三
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン
タ
で
ア
フ
リ
カ
系
人
民
会
議
が
開
催
さ
れ

た
が
、
こ
の
会
議
は
バ
ラ
カ
の
位
置
づ
け
に
よ
る
と
、
デ
ュ
ボ
イ
が
招
集
し
た
第
一
回
～
第
四
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
に
は
じ
ま
り
、
エ
ン
ク

ル
マ
と
パ
ド
モ
ア
（
0
8
蓉
評
山
§
邑
が
牽
引
力
と
な
つ
て
開
催
さ
れ
た
第
五
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
（
マ
ソ
チ
ェ
ス
タ
ー
）
に
い
た
る
バ
ソ
・

ア
フ
リ
カ
ニ
ス
ト
の
国
際
会
議
の
歴
史
的
伝
統
を
汲
む
会
議
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
九
六
六
年
（
ワ
シ
ン
ト
ソ
D
c
）
、
六
七
年
（
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
）
、

六
八
年
（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
）
と
続
け
て
開
催
さ
れ
た
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
会
議
（
国
鎚
鼻
汐
≦
R
9
昏
§
。
。
）
の
発
展
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
バ

ラ
ヵ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
会
議
は
す
べ
て
、
も
つ
と
も
広
義
の
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
、
す
な
わ
ち
国
際
的
な
ア
フ
リ
ヵ
人
の
解
放
運
動
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
七
〇
年
九
月
に
開
か
れ
た
前
述
の
ア
フ
リ
ヵ
人
民
会
議
は
、
バ
ラ
ヵ
に
よ
れ
ば
、
ガ
ー
ヴ
ィ
ー
（
ζ
§
島
｝
9
署
2
）
、
デ
ュ
ボ
イ
、
ケ

イ
ス
リ
ー
・
ヘ
イ
フ
ォ
ー
ド
（
冒
器
喜
国
O
器
巴
イ
＝
塁
♂
H
山
）
、
　
ニ
エ
レ
レ
、
エ
γ
ク
ル
マ
、
エ
ラ
イ
ジ
ャ
・
ム
ハ
ソ
マ
ド
（
国
三
替
ζ
仁
訂
ヨ
ヨ
a
）
、

マ
ル
コ
ム
X
（
竃
巴
8
ぎ
図
）
と
い
つ
た
偉
大
な
ア
フ
リ
カ
人
、
ア
フ
リ
カ
系
人
の
思
想
の
現
代
的
適
用
を
再
確
認
し
た
と
い
う
。
ま
た
こ
の
会
議

に
お
い
て
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
ア
フ
リ
カ
人
の
思
想
と
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
圏
外
の
ア
フ
リ
カ
系
人
の
思
想
を
結
び
つ
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
確

　
　
　
　
　
　
（
3
）

認
さ
れ
た
、
と
い
う
。
つ
ま
り
こ
の
ア
フ
リ
カ
系
人
民
会
議
は
、
独
立
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
な
ら
び
に
ア
フ
リ
カ
の
解
放
運
動
を
、
全
ア
フ
リ
カ
系

人
の
解
放
の
た
め
の
前
衛
と
見
な
し
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
の
解
放
運
動
を
中
心
的
な
パ
ワ
ー
と
し
て
、
国
際
的
な
ア
フ
リ
カ
人
・

ア
フ
リ
カ
系
人
の
復
権
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
い
う
方
向
性
を
う
ち
出
し
た
わ
け
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
の
テ
フ
リ
カ
系
人
民
会
議
の
計
画
委
員
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会
議
長
を
つ
と
め
た
バ
ラ
カ
が
同
会
議
を
「
第
一
回
現
代
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
」
と
称
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
合
衆
国
が
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
に
送
つ
た
大
代
表
団
は
、
主
と
し
て
こ
の
ア
フ
リ
カ
系
人
民
会
議
を
組
織
し
た
黒
人
運
動
家
か
ら
な

る
が
、
前
述
の
よ
う
に
彼
等
の
主
張
は
か
な
ら
ず
し
も
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
の
基
調
を
な
し
た
と
は
い
え
ず
、
ま
た
彼
等
が
求
め
て
い

る
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
・
コ
ソ
チ
ネ
ン
タ
ル
な
ア
フ
リ
カ
系
人
の
運
動
は
、
満
足
の
い
く
よ
う
な
か
た
ち
で
具
体
化
さ
れ
る
に
は
い
た
ら
な
か
つ
た
。

　
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
の
開
催
そ
れ
自
体
は
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
合
衆
国
の
黒
人
運
動
の
要
求
に
触
発
さ
れ
た

と
い
う
感
じ
が
強
い
。
そ
れ
は
合
衆
国
か
ら
二
〇
〇
名
も
の
大
代
表
団
を
組
織
し
、
ベ
ネ
ッ
ト
、
サ
ド
ウ
カ
イ
を
は
じ
め
と
す
る
強
力
な
代
表
演

説
者
を
演
壇
に
送
つ
た
こ
と
に
も
表
わ
れ
て
い
る
。
彼
等
は
、
こ
の
会
議
か
ら
は
つ
ぎ
り
と
形
に
表
わ
れ
た
特
別
な
収
獲
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は

で
き
な
か
つ
た
が
、
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
戦
列
の
な
か
で
ふ
た
た
び
正
統
な
地
位
を
回
復
し
た
と
い
う
点
で
、
非
常
に
大
き
な
果
実
を
手

に
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
い
》
ω
o
舞
犀
四
（
U
Φ
幻
9
｝
o
p
o
の
y
Φ
q
‘
o
騎
9
♪
マ
≦
凶
●

　
（
2
）
奪
ミ
ご
署
・
〈
誹
～
二
馨
●

　
（
3
）
憲
ミ
●

四
、
結

び

以
上
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
を
契
機
と
し
て
、
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
は
た
し
か

に
新
段
階
を
迎
え
た
。

　
回
顧
し
て
み
れ
ば
、
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
は
一
九
四
五
年
以
前
は
ア
フ
リ
ヵ
の
外
で
形
成
さ
れ
発
展
し
た
非
ア
フ
リ
ヵ
世
界
（
主
と

し
て
カ
リ
ブ
海
地
域
お
よ
び
合
衆
国
）
の
ア
フ
リ
ヵ
系
人
（
黒
人
）
の
人
種
的
、
民
族
的
差
別
に
対
す
る
抗
議
運
動
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
ま
た
一

　
　
　
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
三
　
　
（
七
〇
一
）
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バ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
と
第
六
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
四
　
　
（
七
〇
二
）

九
四
五
年
の
第
五
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
を
境
に
そ
の
指
導
権
が
エ
ソ
ク
ル
マ
等
の
現
代
ア
フ
リ
カ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
手
に
引
き
継
が
れ

て
か
ら
は
、
ア
フ
リ
カ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
一
途
を
た
ど
り
、
ア
フ
リ
ヵ
の
「
独
立
と
統
一
」
を
目
指
す
、
革
命
的
イ
デ
オ
・
ギ
ー
運
動
へ
と
発

展
し
た
。
さ
ら
に
一
九
五
七
年
三
月
の
ガ
ー
ナ
独
立
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
展
開
の
舞
台
を
ア
フ
リ
ヵ
大
陸
圏
に
限
定
す
る
方
向
へ
と
急
速
に
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ
ア
ス
ポ
ラ

か
い
、
そ
の
成
果
（
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
成
果
）
と
し
て
O
A
U
を
創
設
す
る
に
い
た
つ
た
も
の
の
、
離
　
散
の
状
態
に
あ
る
非
ア
フ
リ
ヵ
世
界
の

ア
フ
リ
カ
系
人
の
解
放
と
い
う
基
本
的
な
課
題
を
事
実
上
放
棄
し
た
に
等
し
い
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
つ
た
。

　
し
か
し
一
九
七
四
年
の
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
は
、
ふ
た
た
び
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
に
そ
の
本
源
性
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
同

運
動
に
非
ア
フ
リ
カ
的
次
元
を
回
復
さ
せ
る
契
機
と
な
つ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
第
六
回
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
会
議
を
境
に
パ
ソ
・
ア
フ
リ

カ
ニ
ズ
ム
運
動
は
単
な
る
ア
フ
リ
ヵ
人
・
ア
フ
リ
カ
系
人
の
運
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
広
範
な
第
三
世
界
運
動
の
一
構
成
部
分
と
し
て
発
展
す

る
方
向
を
目
指
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
新
ら
し
い
方
向
の
な
か
で
、
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
は
、
O
A
U
の
レ
ベ
ル
、
全
世
界
の
ア
フ
リ
カ
人
・
ア
フ
リ
カ
系
人
の
レ
ベ

ル
、
第
三
世
界
の
レ
ベ
ル
と
、
相
互
に
補
完
的
な
三
層
の
流
れ
を
含
み
な
が
ら
、
し
だ
い
に
運
動
量
を
増
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
o
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